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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】一筆箋紙片に短い文章を書いて贈り物や書類な
どに添えて使う際に、粘着テープやクリップなど利用し
なくても、抜け落ちや風などで飛ばされることによる紛
失や見落としを防止でき、利便性に優れる一筆箋を提供
する。
【解決手段】表紙３、複数枚の一筆箋紙片２、下敷きと
なる裏表紙１０の順で積層された一筆箋１であって、一
筆箋紙片２と裏表紙１０との間に剥離紙４を有し、一筆
箋紙片２は、繰り返し剥離及び接着が可能な粘着層５が
裏面の端部に設けてある構成とする。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
表紙、複数枚の一筆箋紙片、下敷きとなる裏表紙の順で積層された一筆箋であって、前記
一筆箋紙片と前記裏表紙との間に剥離紙を有し、前記一筆箋紙片は、繰り返し剥離及び接
着が可能な粘着層が裏面の端部に設けてあることを特徴とする一筆箋。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、短い手紙などを書くのに適する一筆箋に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一筆箋は、従来より、贈り物に添える短い手紙や書類などに添えるやや長めのメモなど
の利用目的で多用されている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００７－１９０８９８号公報（０００３段落）
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、従来の一筆箋では、その一筆箋を添えた贈り物や書類から風などで飛ばされた
り、その一筆箋を添えた書類等を入れた封筒の底などに残ってしまったりして、相手に届
くまでに紛失したり、届いても見落としたりしやすいという問題があった。
【０００４】
　そのため、従来の一筆箋では、紛失や見落としを回避するために粘着テープやクリップ
などで留める必要があったが、毎回それらの道具を利用して留めるという作業が煩わしい
という問題があった。
【０００５】
　したがって、本考案の目的は、贈り物や書類などに添えて使う際に、紛失や見落としを
防止でき、利便性に優れる一筆箋を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本考案は、次のように構成したものである。
【０００７】
　本考案の第１の態様は、表紙、複数枚の一筆箋紙片、下敷きとなる裏表紙の順で積層さ
れた一筆箋であって、前記一筆箋紙片と前記裏表紙との間に剥離紙を有し、前記一筆箋紙
片は、繰り返し剥離及び接着が可能な粘着層が裏面の端部に設けてあることを特徴とする
一筆箋を提供するものである。
【考案の効果】
【０００８】
　本考案の一筆箋は、上述したとおりであるので、粘着テープやクリップなど利用しなく
ても、贈り物や書類などに添えて使う際に、紛失や見落としを防止でき、利便性に優れる
。
【考案を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下に、添付した図面を参照しながら、本考案の好適な実施例の構成及び作用を詳細に
説明する。
【実施例１】
【００１０】
（構成）
　図１は、本考案の実施例１に係る一筆箋の全体構成図である。また、図２は、本考案の
実施例１に係る一筆箋の一筆箋紙片部分の構成図である。図２（ａ）は表面側を上にした
斜視図、（ｂ）は裏面側を上にした斜視図である。本実施例において、罫線部９のある側
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を一筆箋全体の上側すなわち表面側とし、裏表紙１０のある側を一筆箋全体の下側すなわ
ち裏面側として説明する。また、図１及び図２においては、厚み方向の長さは、説明のた
め一筆箋の縦横の長さに比べ拡大してある。
【００１１】
　本実施例の一筆箋１は、積層させた短冊状の複数枚の一筆箋紙片２を有するものである
。図１において、一筆箋紙片２の枚数は、説明のため数枚としたが、２０枚程度で１冊と
する場合が多い。
【００１２】
　一筆箋紙片２は、裏面の端部に繰り返し剥離及び接着が可能な粘着層５を有する。図１
、図２において、粘着層５の厚みは説明のために特に拡大してある。
【００１３】
　一筆箋紙片２は、表面側に、文章を数行書くための罫線部９を有する。一筆箋紙片２同
士はそれぞれの裏面にある粘着層５によって互いに繰り返し剥離及び接着可能に積層させ
てある。積層させた一筆箋紙片２は、剥離紙４の上に重ね、これを裏表紙１０の上に重ね
てある。一筆箋１は、粘着層５がある側の辺の縁で、全ての一筆箋紙片２と剥離紙４と裏
表紙１０とを糊付けした天のり部１１を有する。表紙３は、一番上の一筆箋紙片２の上に
重ねてあり、裏表紙１０と接着してある。表紙３と裏表紙１０は一体となっていてもよい
。一筆箋紙片２の表面側は全体に筆記可能であり、裏面側は粘着層５以外の部分は筆記可
能である。
【００１４】
　一筆箋紙片２は、上質紙、普通紙、和紙など、鉛筆やボールペン、筆など、筆記具で筆
記可能な紙であれば、厚みを問わず用いることができる。
【００１５】
　裏表紙１０は、板紙やプラスチック板が適し、例えば坪量１５０～６００ｇ／ｍ２の厚
紙やポリエチレンテレフタラート樹脂板、ポリプロピレン板などが適する。
【００１６】
　剥離紙４は、薄い普通紙などでもよいし、一筆箋紙片２と接する表面側に、剥がしやす
いようにシリコン樹脂などでコーティングを施した紙でもよい。裏表紙１０の材質が、一
筆箋紙片２を貼っても剥がれ落ちやすかったり逆に長期で一筆箋紙片２を貼ることによっ
て剥がし取りにくくなるような場合であっても、一筆箋紙片２を最後の１枚までスムーズ
に使えるようにできる。
【００１７】
　図１において、表紙３は、一筆箋紙片２の粘着層５がある側の辺で裏表紙１０に貼り付
けてあるが、これに限らず、長辺側で開閉自在にしても、短辺側で開閉自在にしてもよい
。
【００１８】
(使用方法)
　使用する際は、一筆箋１の表紙３を開いて、一番上の一筆箋紙片２の罫線部９に文章を
書く。一筆箋紙片２は、たとえばお礼状や送付状の代わりの役割を担う。文章を書いた後
、一筆箋１から文章を書いた一筆箋紙片２を剥がし取る。粘着層５には容易に再剥離可能
な接着剤が塗ってあり、したがって、容易に剥がし取ることができる。
【００１９】
　粘着層５には容易に再貼付可能な接着剤が塗ってあるので、一筆箋１から剥がし取った
一筆箋紙片２は、添付する書類や贈り物に直接貼り付けることができる。したがって、封
筒の中など一筆箋を添付した書類等から抜け落ちてしまって見落としたり、あるいは風に
飛ばされるなどにより紛失したりする心配がない。また留めるのに、粘着テープやクリッ
プを用いる必要がない。一筆箋紙片２は、書類や贈り物から手で容易にはがし取ることが
できるので、書類や贈り物にクリップ留めの跡がついたり、粘着テープの粘着部分が残っ
たり、書類等の表面を剥がしてしまうおそれがない。
【００２０】
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（効果）
　本実施例によれば、一筆箋でありながら付箋のように気軽に利用でき、贈り物や書類な
どに添えて使う際に、紛失や見落としを防止でき、利便性に優れる。
【００２１】
　以上、本考案の好適な実施例について説明したが、本考案は、かかる実施形態に限定さ
れず、その考案の趣旨を逸脱しない範囲で種々の変形実施が可能である。当業者であれば
、実用新案登録請求の範囲に記載された技術的思想の範囲内において、各種の変更例又は
修正例に想到しうることは明らかであり、それらについても当然に本考案の技術的範囲に
属するものと了解される。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本考案の実施例１に係る一筆箋の全体構成図である。
【図２】本考案の実施例１に係る一筆箋の一筆箋紙片部分の構成図である。
【符号の説明】
【００２３】
　１　一筆箋
　２　一筆箋紙片
　３　表紙
　４　剥離紙
　５　粘着層
　９　罫線部
　１０　裏表紙
　１１　天のり部

【図１】

【図２】
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